







































































































A, synaptophysin陽性であった。Medullary carcinoma. pT1a, pN0,
pM0, pEx0. 右乳腺A領域に10×10mm大の腫瘍を認めた。腫瘍は浸
潤性増殖を示す乳頭腺管癌の像。Invasive ductal carcinoma,
papillotubular carcinoma. pT1b, pN0, ER（+）, PgR（+）, HER2（-）.
【結語】乳癌と甲状腺癌の合併は稀ながら存在する。本例は同時に行
った甲状腺の超音波検査が診断に有効であった。
震災時に生化学自動分析装置で水道水を直接使用し
た事例
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【目的】東日本大震災時に純水作成が不能となったが、緊急検査
対応で水道水をそのまま使用して分析装置を稼動したので報告す
る。
【災害前】通常業務は2台の分析器C-8000（東芝）を使用し、災
害対策として、その内の1台の純水製造装置ミニクリア（オルガ
ノ社）に外付けで100Lタンクを増設して貯水し災害時に備えて
いた。
【震災直後】断水となった後も増設タンクのある1台で測定を続
けるも貯水量減少で測定停止となった。そのため水道水をポリタ
ンクで運び、タンクに水を直接入れて測定を行った。水道水を使
用しての分析は未経験であったためコントロールを用いて検査値
の確認を行った。測定項目は31項目中CaとMgに異常値を認め
た。平時純水使用でのコントロールのCa平均値は9.5 mg/dl及び
12.5mg/dlに対して、水道水使用では14～15mg/dl及び16～18
mg/dl であった。同様にMgは2.2 mg/dl及び4.6mg/dlに対して、
2.7～3.1mg/dl 及び5.2～5.5mg/dlであった。2項目ともに再現性
が乏しく測定不能とし、2項目以外は測定可能とした。
【通水後】通水で純水作成が可能となってから、増設タンク及び
分析装置内を純水で置換して装置の調整を行った。CaとMgが安
定するまで4日間を要した。
【まとめ】震災での緊急対応として、水道水を直接使用して生化
学検査を実施した。CaとMgを除いた項目は臨床へ報告すること
が可能であった。災害に備えて外付けタンクを設置していたこと
が有効であった。
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